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　刈谷市の子宮がん検診の受診率は平成20年度18.9％、21年度22.7％で、対象者の約4人に1人しか検診を受けて
おらず、受診率はまだまだ低い傾向にあります。 
　厚生労働省ではがん検診の受診率50％を目標に掲げています。その目標値に少しでも近づけるよう市民一人ひと
りが、がん検診の重要性を認識し受診することが大切です。 
　子宮がんは発見が早いほど治療後の生存率が高くなります。そのために子宮がんの正しい知識を学び、定期的な
子宮がん検診により早期発見することが重要です。特に、20～30代での子宮頸がんの発生が増えていますので、症
状がなくても必ず検診を受けましょう。 
 

①ホールコーンはざるにあげて汁をきり、ペー
パータオルで水分をふき取る。ボウルに
コーンと片栗粉を入れ、粒がばらばらに
なるまで混ぜる。 

②別のボウルにAの材料をよく混ぜた後、
Bの材料を入れ、まとまるまで手で練り、
粘りを出す。 

③②を食べやすい大きさにまとめ、コーン
のボウルに入れ、表面にコーンをまぶし
軽く握り、丸く形成する。 

④耐熱皿にのせ、ラップをふんわりかけて
600Wの電子レンジで3分程度加熱する。 

⑤好みでポン酢やケチャップをかけて食べ
る。 

　ひき肉にひとつまみの塩を混ぜることで、
より粘りがでます。 
　最初は肉を握り込むように、少し粘りが出
てきたら指先で強くグルグルかき混ぜるの
がコツです。 

　子宮頸がんは子宮の入り口の粘膜に発生し、性交渉によるヒトパピローマウイルス（HPV）の感染が関連しています。子

宮頸がんはワクチンにより「予防できるがん」と言われています。子宮頸がんのワクチンは昨年から任意で接種可能とな

り、HPVの感染による子宮頸がんや、その前がん病変に対して高い予防効果があるとされています。ただし、子宮頸がん

予防ワクチンは治療薬ではなく、あくまでHPV感染を防ぐためのものです。ワクチンの接種とともに、検診を定期的に受

けることで、その予防効果が一層高いものになります。 

 
 


